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実は父の宇久田進治から「税理士にならないか…？」「税理士を目指してみなよ」…といった言葉を言

われたことはこれまでに一度もありませんでした。平成 9 年 10 月、宇久田事務所職員に欠員が出たと

きに父から「来ないか…？」と言われて入所させていただきましたが、「税理士」という資格については

父との会話の中でも触れられたことがありません。でも私は税理士になりました。 

グレートサムシングではありませんが、見えない何かに導

かれてきたようにも思います。父は「何とかなるよ…」と楽

観的なところもあり、「根拠もないことをよく言えるな…」と

反感を持ったこともありますが、顧問先様から「宇久田先生

の『大丈夫ですよ』の言葉に救われました…」といったお言葉

をたくさん耳にしてきました。 

大切なことは「根拠」ではなく「気持ち（魂）」であることを

教わった気がしています。父は「自然と良い方向に向かわせ

てくれる…」そんな空気感のある税理士だったのかもしれま

せん。 

これまでの私にとってこの空気感が「後ろ盾」であったのかもしれませんが、父が生きている間はこれ

に全く気が付かず、今はこれが無くなってしまったことを痛感しています…。顧問先様の精神的な「後ろ

盾」になる税理士･･･、そんな父のような税理士となれるよう努めていこうとしています。    

                                    宇久田 秀雄 
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所長宇久田進治は令和 7年 6月 9日(月)享年 79歳にて逝去いたしました 

 

故人に賜りました生前のご厚意謹んで御礼申し上げます 

 

関係者のみなさまからはご丁重なご弔意を賜り誠にありがとうございました         職員一同 
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碇 利夫 

 

私が所長に初めてお会いした時は、仕事、ゴルフ、飲み会と寝る間もない程の忙しい毎日を送られてい

ました。あれから 30 年、最近は仕事、介護、ボランティアでお忙しい毎日を送られていたと思います。所

長のように、年齢と状況に応じて「しなやか」に、そして常に笑顔を、感謝を忘れず、生きていきたいと思

います。                                                       野村 敦子 

 

親愛なる所長へ きっと神様は、所長が天命を完了させたから急に天国に帰国させたのでしょうね。

先立った人達には会えましたか？天国で、お酒を飲んで、歌って、踊って時々下界を見下ろしては笑って

いるのでしょうね。事務所は秀雄さんなら大丈夫です。心配しないで下さい。所長が見えなくなって、寂

しがる邦子さんが困っていたら助けて下さいね。再会を願って、有難うございました！    志村 賢一 

 

所長はコンソメ味のロールキャベツが大好きです。所長のお母さんのむらさんがコンソメ味のロール

キャベツが得意料理でした。嫁の私にリクエストが一番多かった料理はロールキャベツです。食べてくれ

ている所長はいつも笑顔でした。葬儀場に行ってしまう前の晩にもどうしても食べてほしくて…ロール

キャベツを作りました。もっともっと食べてほしかったです。                   宇久田 志保

                                                                      

所長、あまりにも突然すぎます。あと 10年はご一緒できると思っていました。25歳で入所し、退所・

再入所を経て、気づけば 20年です。その間所長には、税務会計の他、人としてのふるまい方を（息抜き

の仕方含め）沢山教わりました。今後も、教わったすべてを活かし、私なりのやり方で進んでいきたいと思

います。合掌そして感謝                                             八幡 祐輔 

 

この事務所で働かせていただく半年ほど前に、所長と話をする機会に恵まれました。その数日後、所

長からこちらを気遣う手紙をいただき…今でも大切に保管しています（達筆？すぎて解読不能な字もあ

りましたが…）。所長のように悔いなくその日を迎えることができるよう一日一日を生きていきます。あ

りがとうございました。                                              瀬戸 健一 

 

どこまでも謙虚で、オープンで、愛に満ち溢れた方でした。最期まで所長らしさを貫かれたこと、男と

しても尊敬しています。採用募集もしてないのに無理をお願いした私を雇ってくださって、以来ずっと

救われ続けてきました。飲みきる前からおかわりを注いでくれるお酒を一緒に飲むのが大好きでした。

ありがとうございました。                                        松下 洋平 

 

事務所の理念を実践している所長と一緒に働けたこと、とても感謝しております。資格試験受験の心

得の 10 項目目は「棚からぼた餅はない」でした。いつも温かく正しい方向を示していただき、本当にあ

りがとうございました。                                             小畑 永子 
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最近の所長は、とにかく笑顔が印象的でした。悪いね、すみません、これお願いできますか？と言いな

がらニコニコお話されるお顔ばかりが思い出されます。所長は多くを語らないけれど、その真っすぐな

姿勢からはたくさんの事を教えていただきました。なかでも、己に打ち勝つ強い生き方、実る稲穂を体

現された生き方は、私の見本であり目標です。本当にありがとうございました。       志村 智恵子 

 

所長へ この人のようになりたい、この人のような人生を歩みたいと思った方は初めてです。宇久田

会計で働かせて頂くようになり 10年と少しの間でしたが、本当に色々なことを教えて頂きました。頂い

た御恩は忘れず、仕事を通して社会に還元していきたいと思います。最後に『所長サイコーでした！』

                                  佐藤 信介 

 

 

所長、突然のお別れで気持ちが付いていきません。ひょっこり現れていつものように笑顔で声をかけ

てくれるのではないかと思ってしまいます。おいくつになられても前向きに勉強をされ、お仕事が大好

きで、いつでも周りに感謝を忘れない所長のお姿を、心にしっかりと刻んで忘れずにいきたいです。

                                         篠原 百合 

 

所長、今までお疲れ様でした。ついこの前齢７９歳にして「私はまだまだこれからだ。」と聞いて凄いな

と思い、生涯現役を貫こうとしていた姿勢は今も脳裏に焼き付いています。今まで当たり前のように側

にいた所長がいなくなり今でもとても寂しいですが、これまで所長が築いてきた事務所を事務所のみん

なと一緒に守っていきます。安心して安らかにお眠りください。                   雨谷 勇祐                             

 

所長の下で仕事ができたことに感謝と幸運を感じております。いつも柔軟で温かく、愛情深い存在に

救われました。亡くなる少し前に「失敗を恐れない」「いっぱい学んでください」という言葉を頂きました。

今後も精進してまいります。本当にありがとうございました。                    渡邉 朋子 

 

走るの速いんだ、すごいね！皆さん、青木君は足が速いんだよ！入所後 1回目の打上げで、酔った所

長から褒めていただいたのを覚えています。所長とは度々陸上の話をして、先日最後に 9月の世界陸

上は面白くなる！と。必ず見ます。また、結果をご報告させてください。              青木 友直                                

 

ついこの前まで変わらずお仕事をされていた所長。あまりに突然のお別れに言葉を失いました。優し

く温かなお人柄にふれられたこと、心より感謝しています。もっとご一緒したかったです。ありがとうご

ざいました。                                                  新倉 洋子 

 

「我以外皆我師」―私が所長に初めてお会いした際に、この言葉を語られていた姿が今でも忘れられ

ません。常に学ぶ姿勢、誰にでも敬意をもって接する誠実さ、高い目標を持ち、一歩ずつ歩んでこられた、

所長の遺志を私たちが受け継いでまいります。これまで多くのことをご教授いただき、誠にありがとう

ございました。                                                   渡部 時基 
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所長・職員一同、みなさまからのご意見・ご感想をお待ちしております。 
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身近な例だが、こんな経験がある。 

向こうから先輩が歩いてくる。間違いなくあの先輩。アイサツせず、通り過ぎてしまった。しまった、相手

は気づいていたかもしれない。後の祭り。あんなに良くしてもらった先輩なのに…反省しきり。タイミン

グが悪かった。 こちらから挨拶すべきだった。スッキリしない気持ちが残った。 

  

やっておいて喜ばれたことがある。それは葬儀でのことだ。近親者のみで執り行うとは聞いていたが、

私はどうしても世話になった人にお別れしたくて、居ても立ってもおられず、出かけてしまった。  

案の定、閑散とした中、故人とお別れとお見送りをさせていただいた。奥様は悲嘆にくれる中、会いに来

てくれたことの喜びが顔に表れていた。 私も、気持ちに区切りをつけることができた。  

（これは時と場合によっては失礼に当たることもあるかもしれない。でも、許される仲間ならばこれで良

かったんだと自分を納得させた。） 

 

後からやっておけば良かった、と思うことはかなりある。 

どうやら、普段の心がけが大切なようだ。普段思っていることや考えていることは、所作や言葉に瞬時

に表れる。  

その人の事を思い続けていたとしよう。例えば恋人でもいい。久しぶりの再会には、言葉はいらない。思

い続けていたことが相手に黙っていても通じる。以心伝心というやつだ。  

逆に、相手を責める思いも伝わってしまうものである。  

  

余命 6か月と宣告されたとしよう。多くのことはできない。さて何をしておくべきか。 

こんなことを言えるのは、余命が判然としないからである。明日が分からない命なのに。 

  

だからこそ、一つでもやっておくべきことを探そう。 

やっておけば良かったという後悔を少しでも減らすために。                     

    

                                                             宇久田 進治 

 

やっておいて良かった、やっておけば良かった 

（毎週配信していたメールマガジン「宇久田進治の伝言板」2025年 6月 3日No.484最終号より） 


